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秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

� （秋
あき

常
つね

町
まち

）

巨
き ょ

大
だ い

な古
こ

墳
ふ ん

から歴
れ き

史
し

のロマン

ダイナミックな古
こ

墳
ふん

に登
のぼ

ろう

北
ほく

陸
りく

で最
さい

大
だい

級
きゅう

の迫
はく

力
りょく

ある前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

なのだ。

２つある古
こ

墳
ふん

の違
ちが

いを歩
ある

いて確
たし

かめたいね。

全
ぜん

長
ちょう

１４０ｍ、高
たか

さ２０ｍの秋
あき

常
つね

山
やま

1

号
ごう

墳
ふん

。古
こ

代
だい

人
じん

になったつもりで

登
のぼ

ってみよう。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

２ 号
ごう

墳
ふん

の頂
ちょう

上
じょう

には埴
はにわ

輪（復
ふく

元
げん

）がならび、この下
した

には、展
てん

示
じ

室
しつ

がある。

2号
ごう

墳
ふん

からは和
わ

田
だ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

と末
まつ

寺
じ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

が目
め

の前
まえ

に見
み

える。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

展
てん

示
じ

室
しつ

のドアを開
あ

けて中
なか

に入
はい

ると、古
こ

墳
ふん

の説
せつ

明
めい

と埋
まい

葬
そう

施
し

設
せつ

が復
ふく

元
げん

されている。必
ひっ

見
けん

だ！

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

日
に

本
ほん

海
かい

と金
かな

沢
ざわ

平
へい

野
や

を見
み

わた

せる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

1 号
ごう

墳
ふん

には「ふき石
いし

」とよばれ

る河
か

原
わら

石
いし

が並
なら

べられている。

40万
まん

個
こ

あったといわれる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

２ 号
ごう

墳
ふん

のとなりには能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の全
ぜん

体
たい

がわかる航
こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

と陶
とう

板
ばん

の模
も

型
けい

がある。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

ふき石
いし

1 号
ごう

墳
ふん

の頂
ちょう

上
じょう

からのながめ 能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の案
あん

内
ない

板
ばん

2 号
ごう

墳
ふん

の展
てん

示
じ

室
しつ

入
い

り口
ぐち

のドア

１ 号
ごう

墳
ふん

２ 号
ごう

墳
ふん



− 13 − − 14 −

データ

秋常山古墳群
連 絡 先	 能美ふるさとミュージアム
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メ　　モ	 となりの西
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SDGsへの取り組み

能
の

美
み

ふるさとミュージアムの菅
すが

原
はら

さんの話
はなし

　古
こ

墳
ふん

に埋
まい

葬
そう

されている人
ひと

は、能
の

美
み

の地
ち

をおさめていた

首
しゅ

長
ちょう

や重
じゅう

要
よう

な人
じん

物
ぶつ

です。

　古
こ

墳
ふん

や古
こ

墳
ふん

から出
で

てきたものを調
しら

べると古
こ

墳
ふん

をつ

くった頃
ころ

の世
よ

の中
なか

や人
ひと

々
びと

のくらしの様
よう

子
す

がわかります。

当
とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

は、私
わたし

たちが想
そう

像
ぞう

する以
い

上
じょう

に、知
ち

恵
え

があって

文
ぶん

化
か

や技
ぎ

術
じゅつ

が発
はっ

達
たつ

していました。

上
じょう

空
くう

から見
み

た ２ つの古
こ

墳
ふん

空
そら

から見
み

た能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

２ 号
ごう

墳
ふん

からの出
しゅつ ど ひん

土品 能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

のうつりかわり

秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

能
の

美
み

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

空
そら

から見
み

た秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

なのだ。 1 号
ごう

墳
ふん

は、前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

なのだ。 ２ 号
ごう

墳
ふん

は方
ほう

墳
ふん

で、

形
かたち

が違
ちが

うのだ。

手
て

取
どり

川
がわ

の扇
せん

状
じょう

地
ち

の田
た

んぼや住
じゅう

宅
たく

の中
なか

に

小
こ

高
だか

い丘
おか

が並
なら

んでいるのだ。 ３ ～ 6 世
せい

紀
き

終
お

わりごろにかけての約
やく

350年
ねん

間
かん

、こ

こに古
こ

墳
ふん

がつくられたのだ。

いろんな形
かたち

の古
こ

墳
ふん

があっておもしろい

のだ。時
じ

代
だい

によって古
こ

墳
ふん

の形
かたち

を変
か

えて

いるのはなぜかな。

秋
あき

常
つね

山
やま

のほかにも寺
てら

井
い

山
やま

・和
わ

田
だ

山
やま

・末
まつ

寺
じ

山
やま

・西
にし

山
やま

に古
こ

墳
ふん

があるのだ。

調
しら

べてみよう

・秋
あき

常
つね

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の2つの古
こ

墳
ふん

の違
ちが

いは何
なに

か調
しら

べてみよう。

・どんな人
ひと

がほうむられているか調
しら

べてみよう。

・秋
あき

常
つね

山
やま

２号
ごう

墳
ふん

にはどんな出
しゅつ

土
ど

品
ひん

があるか調
しら

べてみよう。

・なぜ、大
おお

きな古
こ

墳
ふん

をつくったのか調
しら

べてみよう。

・大
やまと

和の王
おう

権
けん

とはどんな関
かん

係
けい

だったか調
しら

べてみよう。

能
の

美
み

市
し

には約
やく

130基
き

の古
こ

墳
ふん

が見
み

つかって

いるよ。古
こ

墳
ふん

は、山
やま

の上
うえ

のながめの良
よ

いところにつくられているよ。

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は和
わ

田
だ

山
やま

にもあるよ。大
おお

き

さが違
ちが

うけど副
ふく

葬
そう

品
ひん

がすごいらしいよ。

かつては神
じん

社
じゃ

が立
た

っていて、畑
はたけ

にもなっ

ていたの。発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

の後
あと

は、古
こ

墳
ふん

が造
つく

られた当
とう

時
じ

の姿
すがた

に直
なお

したり、今
いま

のよう

にこわれない工
く

夫
ふう

をしたりして、みん

なが見
けん

学
がく

できるようにしたんだよ。

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

の 1 号
ごう

墳
ふん

へは、後
こう

円
えん

部
ぶ

の東
ひがし

側
がわ

と農
のう

村
そん

公
こう

園
えん

からの ２ つコースがあるの

だ。後
こう

円
えん

部
ぶ

の頂
ちょう

上
じょう

はヘリポートのような

のだ。方
ほう

位
い

がわかるようになっているの

で、それぞれの方
ほう

角
がく

の景
け

色
しき

を見
み

るのだ。

支
し

配
はい

者
しゃ

の気
き

分
ぶん

になれるかも。

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

は、能
の

美
み

ふるさとミュージアム

にあるのだ。古
こ

墳
ふん

と合
あ

わせて見
み

るとよ

くわかるのだ。

秋
あき

常
つね

山
やま

2 号
ごう

墳
ふん

は、埋
まい

葬
そう

された場
ば

所
しょ

と副
ふく

葬
そう

品
ひん

が調
ちょう

査
さ

した時
とき

の様
よう

子
す

のまま展
てん

示
じ

さ

れているよ。展
てん

示
じ

室
しつ

の中
なか

からも外
そと

から

も見
み

ることができるよ。必
ひっ

見
けん

だね！

秋
あき

常
つね

山
やま

１ 号
ごう

墳
ふん

２ 号
ごう

墳
ふん

末
まつ

寺
じ

山
やま

西
にし

山
やま

和
わ

田
だ

山
やま

対象：６年生




